
台風３号の接近に備え、ロープで固定された船舶＝
�日午前�時�分ごろ、宮古島市平良の荷川取漁港

新聞のレイアウトについて話す講師の熊谷
樹さん＝�日午前、那覇市の琉球新報本社

会
場
に
展
示
さ
れ
た
特
別
支
援
学
校
中
学
部
の
生
徒
の
作
品
＝
�

日
、
那
覇
市
首
里
石
嶺
町
の
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
い
ホ
ー
ル

共同制作に取り組んだ特別支援校中学部と浦添工業の生
徒たち＝�日、那覇市首里石嶺町の県総合福祉センター

台風の接近に備え、住宅の窓をネットで保護
する住民＝�日午後２時�分過ぎ、石垣市

　
総
務
省
消
防
庁
は
�
日
、

熱
中
症
で
�
～
�
日
の
１
週

間
に
全
国
で
９
０
７
８
人
が

救
急
搬
送
さ
れ
た
と
の
速
報

値
を
公
表
し
た
。
搬
送
者
は

今
シ
ー
ズ
ン
２
番
目
に
多

く
、
新
潟
、
香
川
、
福
岡
、

沖
縄
な
ど
６
県
で
計
６
人
の

死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。

　
�
日
ま
で
の
累
計
は
３
万

４
５
４
７
人
で
、
昨
年
同
時

期
に
比
べ
３
０
４
５
人
多

い
。
今
後
も
全
国
的
に
厳
し

い
暑
さ
が
続
く
見
通
し
で
、

消
防
庁
は
小
ま
め
な
水
分
補

給
や
エ
ア
コ
ン
の
適
切
な
使

用
な
ど
の
予
防
対
策
を
呼
び

か
け
て
い
る
。
�
～
�
日
の

搬
送
者
の
う
ち
、
３
週
間
以

上
の
入
院
が
必
要
な
重
症
者

は
１
５
７
人
。
�
歳
以
上
の

高
齢
者
が
５
０
５
８
人
で
過

半
数
を
占
め
た
。

　
石
垣
市
で
は
家
族
総
出
で

自
宅
の
周
囲
を
ネ
ッ
ト
で
囲

っ
た
り
、
飲
食
店
従
業
員
が

店
舗
の
窓
に
板
を
張
っ
て
ド

リ
ル
で
固
定
し
た
り
し
た
。

　
市
大
川
の
ス
ー
パ
ー
「
ハ

ッ
ピ
ー
マ
ー
ト
ほ
ん
な
」
で

は
午
前
中
か
ら
飲
食
物
な
ど

を
買
う
客
が
訪
れ
た
。
店
長

の
本
名
多
恵
さ
ん
（�
）に
よ

る
と
、
�
日
ご
ろ
か
ら
、
パ

ン
や
菓
子
類
、
お
に
ぎ
り
や

揚
げ
物
な
ど
の
総
菜
を
買
う

客
が
増
え
た
と
い
う
。
自
社

倉
庫
に
備
蓄
品
が
あ
る
た

め
、
棚
は
空
に
は
な
っ
て
い

な
い
。
本
名
さ
ん
は
「
簡
単

に
食
べ
ら
れ
る
も
の
が
売
れ

る
ね
。
家
で
ゆ
っ
く
り
す
る

た
め
か
、
缶
ビ
ー
ル
も
売
れ

て
い
る
」
と
語
っ
た
。
台
風

の
被
害
が
な
い
こ
と
を
願
い

つ
つ
、
「
停
電
が
一
番
心
配

だ
」
と
気
を
も
ん
だ
。

　
宮
古
島
市
平
良
の
荷
川
取

漁
港
で
は
、
ロ
ー
プ
で
個
体

さ
れ
た
船
舶
が
並
ん
だ
。
複

数
の
ロ
ー
プ
で
、
岸
壁
に
停

泊
し
て
い
た
ヨ
ッ
ト
を
固
定

し
て
い
た
男
性
（�
）は
「
宮

古
島
は
台
風
の
進
路
か
ら
ず

れ
て
い
る
が
、
何
が
あ
る
か

分
か
ら
な
い
の
で
固
定
し
て

い
る
。
作
業
に
２
、
３
時
間

か
か
る
の
で
大
変
だ
」
と
額

に
汗
を
流
し
た
。

　
市
平
良
西
仲
宗
根
に
あ
る

マ
ン
ゴ
ー
ハ
ウ
ス
で
作
業
し

て
い
た
山
里
邦
博
さ
ん
（�
）

は
「
マ
ン
ゴ
ー
の
収
穫
は
７

月
中
旬
で
終
わ
っ
て
い
る
の

で
一
安
心
だ
が
、
台
風
の
吹

き
返
し
で
ハ
ウ
ス
が
壊
れ
な

い
か
心
配
だ
。
こ
れ
か
ら
ビ

ニ
ー
ル
を
巻
き
上
げ
た
ら
、

後
は
何
も
な
い
こ
と
を
祈
る

の
み
だ
」
と
苦
笑
い
し
た
。

（
照
屋
大
哲
・
友
寄
開
）

　
先
住
民
の
遺
骨
返
還
運
動

が
世
界
的
に
広
が
る
中
、
人

類
学
会
と
し
て
世
界
最
大
の

「
米
国
人
類
学
会
」
（
会
員

数
約
１
万
２
千
人
）
の
「
遺

骨
の
倫
理
的
取
り
扱
い
に
関

す
る
委
員
会
」
は
こ
の
ほ

ど
、
遺
骨
に
関
す
る
倫
理
指

針
を
盛
り
込
ん
だ
最
終
報
告

書
を
公
表
し
た
。
遺
骨
の
調

査
に
つ
い
て
「
親
族
や
民
族

集
団
に
十
分
に
情
報
提
供

し
、
同
意
を
得
な
け
れ
ば
研

究
や
展
示
を
す
べ
き
で
は
な

い
」
と
明
示
し
た
。

　
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
昨

年
日
本
を
訪
れ
、
北
海
道
や

沖
縄
な
ど
で
現
地
調
査
を
行

っ
て
い
た
。

　
戦
前
、
研
究
目
的
で
今
帰

む
む

じ
ゃ

な

仁
村
の
風
葬
墓
「
百
按
司

墓
」
な
ど
か
ら
持
ち
出
さ
れ

た
遺
骨
の
返
還
を
求
め
る
団

体
「
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
ぬ

会
」
か
ら
聞
き
取
り
を
し
た

ほ
か
、
百
按
司
墓
を
訪
れ

た
。

　
最
終
報
告
書
は
、
琉
球
遺

骨
の
返
還
を
京
都
大
学
に
求

め
た
訴
訟
に
つ
い
て
も
紹

介
。
在
沖
米
軍
基
地
内
に
多

く
の
遺
骨
が
残
さ
れ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
開
発
に

よ
っ
て
散
逸
す
る
危
険
性
が

あ
る
と
指
摘
し
た
。

　
提
言
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
人
類
学
の
遺
骨
取
り
扱
い

に
つ
い
て
心
か
ら
謝
罪
す
べ

き
だ
と
指
摘
。
学
術
誌
で
の

発
表
に
は
、
親
族
か
ら
の
許

可
を
得
た
と
の
確
認
が
必
要

と
の
認
識
を
示
し
た
。

　
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
ぬ
会
の

共
同
代
表
で
、
龍
谷
大
学
の

松
島
泰
勝
教
授
は
、
今
回
公

表
さ
れ
た
指
針
が
研
究
者
に

与
え
る
影
響
は
大
き
い
と
し

「
同
意
が
な
い
限
り
研
究
や

発
表
が
で
き
な
い
と
い
う
方

向
性
が
示
さ
れ
、
今
後
の
遺

骨
返
還
運
動
に
も
外
圧
と
し

て
働
く
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

（
前
森
智
香
子
）

　
労
働
者
の
健
康
増
進
や
労

働
災
害
防
止
な
ど
を
目
的
と

し
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
基

づ
き
�
人
以
上
の
労
働
者
が

い
る
事
業
場
に
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
「
衛
生
委

員
会
」
に
つ
い
て
、
県
内
の

小
中
学
校
で
の
設
置
率
が
全

国
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て

い
る
。
厚
生
労
働
省
の
調
査

で
は
、
２
０
２
３
年
度
は
中

学
校
が
全
国
平
均
�
・
８
％

に
対
し
�
・
０
％
で
全
国
最

下
位
、
小
学
校
は
同
�
・
０

％
に
対
し
�
・
０
％
で
全
国

�
位
だ
っ
た
。

　
�
日
の
県
議
会
文
教
厚
生

委
員
会
で
、
県
教
育
委
員
会

働
き
方
改
革
推
進
課
の
上
江

洲
寿
課
長
が
仲
村
未
央
氏

（
お
き
な
わ
新
風
）
の
質
問

に
答
え
た
。

　
県
内
で
は
同
法
に
よ
り
選

任
義
務
が
あ
る
産
業
医
の
選

任
率
も
全
国
平
均
を
大
き
く

下
回
っ
て
お
り
、
小
学
校
が

全
国
平
均
�
・
３
％
に
対
し

�
・
３
％
、
中
学
校
が
同
�

・
６
％
に
対
し
�
・
７
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
一
方
、

衛
生
管
理
者
に
つ
い
て
は
小

学
校
が
同
�
・
１
％
に
対
し

�
・
３
％
、
中
学
校
が
同
�

・
２
％
に
対
し
�
・
４
％
な

ど
全
国
平
均
を
上
回
っ
た
。

　
県
教
委
に
よ
る
と
教
職
員

の
う
ち
、
精
神
疾
患
に
よ
る

休
職
者
は
過
去
�
年
以
上
、

全
国
平
均
の
２
倍
以
上
の
状

態
が
続
い
て
い
る
と
い
い
、

�
年
度
は
全
国
平
均
０
・
�

％
に
対
し
１
・
�
％
に
な
っ

て
い
る
。

　
質
疑
で
は
労
働
安
全
体
制

の
整
備
の
遅
れ
が
休
職
が
多

い
要
因
で
は
な
い
か
と
の
指

摘
も
あ
っ
た
。（

外
間
愛
也
）

　
中
学
生
の
夏
休
み
の
宿
題

「
社
会
科
新
聞
」
の
作
り
方

を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

�
日
、
那
覇
市
の
琉
球
新
報

社
で
開
か
れ
た
。
中
学
生
７

人
が
参
加
。
本
紙
記
者
か
ら

新
聞
の
見
出
し
や
レ
イ
ア
ウ

ト
の
説
明
を
受
け
、
社
会
科

新
聞
の
テ
ー
マ
や
構
成
な
ど

の
設
定
に
取
り
組
ん
だ
。

　
講
師
は
統
合
編
集
局
デ
ジ

タ
ル
報
道
グ
ル
ー
プ
の
熊
谷

樹
記
者
ら
が
担
当
し
た
。
新

聞
紙
面
や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ト

の
つ
く
り
、
取
材
記
事
の
要

素
の
５
Ｗ
１
Ｈ
な
ど
を
解
説

し
、
記
事
の
書
き
方
や
取
材

の
方
法
を
指
導
し
た
。

　
参
加
者
は
、
「
地
域
の
特

産
品
」
「
好
き
な
果
物
」
な

ど
興
味
の
あ
る
題
材
か
ら
社

会
科
新
聞
の
テ
ー
マ
を
設

定
。
講
師
陣
に
相
談
し
つ
つ

記
事
の
切
り
口
や
紙
面
構
成

を
考
え
た
。

　
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

を
テ
ー
マ
に
新
聞
作
り
を
進

め
た
首
里
中
２
年
の
饒
平
名

桔
梗
さ
ん
は
「
取
材
す
る
と

き
の
心
得
や
電
話
の
か
け
方

を
細
か
く
教
え
て
も
ら
え

た
。
自
分
の
思
い
が
伝
わ
る

新
聞
を
作
り
た
い
」
と
手
応

え
を
感
じ
て
い
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
全
２

回
で
、
来
月
３
日
の
後
編
で

見
出
し
の
付
け
方
や
目
を
引

く
仕
上
げ
方
を
学
ぶ
。

　
「
２
０
２
４
年
度
県
特
別

支
援
学
校
中
学
部
総
合
文
化

祭
」
が
�
日
、
那
覇
市
首
里

石
嶺
町
の
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
幕
し
た
。
�
日
ま

で
。
�
回
目
の
開
催
と
な
る

文
化
祭
は
コ
ロ
ナ
の
流
行
に

よ
る
中
止
、
規
模
縮
小
や
ウ

ェ
ブ
開
催
、
台
風
接
近
に
よ

る
中
止
を
経
て
５
年
ぶ
り
の

本
格
開
催
。
会
場
に
は
絵
画

や
手
工
芸
作
品
な
ど
６
５
４

点
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
注
目
す
べ
き
は
、
県

内
�
の
特
別
支
援
校
中
学
部

と
浦
添
工
業
高
の
生
徒
た
ち

が
共
同
制
作
し
た
作
品
だ
。

　
一
人
一
人
の
個
性
が
認
め

ら
れ
る
未
来
を
ア
ー
ト
で
つ

く
ろ
う
、
み
ん
な
で
つ
な
ご

う
ー
と
の
願
い
を
込
め
、
水

槽
を
模
し
た
箱
枠
に
、
色
も

形
も
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
取
り
付
け
ら
れ
た
。

　
文
化
祭
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
輝
け
新
時
代
　
夢
を
え
が

こ
う
　
私
た
ち
の
未
来
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
、
特
別
支
援
学

校
中
学
部
文
化
連
盟
の
創
立

�
周
年
を
記
念
し
た
取
り
組

み
だ
。
浦
工
高
デ
ザ
イ
ン
科

や
美
術
部
の
生
徒
が
作
っ
た

箱
枠
や
特
別
支
援
各
校
の
生

徒
が
作
っ
た
パ
ー
ツ
を
持
ち

寄
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
前
に
組
み
立
て
て
完

成
さ
せ
た
。

　
浦
添
工
業
３
年
の
天
久
琴

葉
さ
ん
（�
）は
「
初
め
て
の

共
同
制
作
で
、
放
課
後
に
作

る
の
は
楽
し
か
っ
た
。
（
特

使
校
の
生
徒
の
）
色
使
い
や

表
現
法
が
独
特
で
興
味
深
か

っ
た
。
自
分
た
ち
の
作
品
づ

く
り
に
も
生
か
し
た
い
」
と

話
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
生
徒
代
表

の
島
尻
特
支
３
年
の
仲
座
朱

音
さ
ん
ら
３
人
が
「
日
々
の

学
習
で
心
を
込
め
て
制
作
し

た
作
品
や
そ
の
過
程
を
紹
介

し
て
い
る
。
個
性
あ
ふ
れ
る

作
品
か
ら
私
た
ち
の
感
性
を

感
じ
て
く
れ
る
と
う
れ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

（
慶
田
城
七
瀬
）

　
【
石
垣
・
宮
古
島
】
台
風
３
号
の
接
近
を
受
け
、
石
垣
市
や
宮
古
島
市
で

は
�
日
か
ら
�
日
に
か
け
て
、
住
民
ら
が
飛
来
物
か
ら
窓
ガ
ラ
ス
を
保
護
す

る
た
め
に
ネ
ッ
ト
を
張
っ
た
り
、
板
を
打
ち
付
け
た
り
し
た
。
漁
師
は
ロ
ー

プ
で
漁
船
を
係
留
し
、
農
家
は
農
具
を
整
頓
す
る
な
ど
、
各
地
で
対
策
に
追

わ
れ
た
。
ス
ー
パ
ー
で
は
客
が
カ
ッ
プ
麺
や
パ
ン
、
菓
子
な
ど
を
買
い
求
め

た
。

（
１
面
に
関
連
）

　
ア
ニ
メ
「
ド
ラ
え
も
ん
」

の
野
比
の
び
太
役
な
ど
で
知

ら
れ
る
声
優

の
小
原
乃
梨

子
（
お
は
ら

・
の
り
こ
、

本
名
戸
部
法
子
＝
と
べ
・
の

り
こ
）
さ
ん
が
�
日
死
去
し

た
。
�
歳
。
東
京
都
出
身
。
葬

儀
は
親
族
で
行
っ
た
。

　
劇
団
で
の
活
動
な
ど
を
経

て
、
草
創
期
の
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
に
出
演
。ア
ニ
メ
で
は
、の

び
太
役
を
１
９
７
９
年
か
ら

２
０
０
５
年
ま
で
務
め
た
ほ

か
、
「タ
イ
ム
ボ
カ
ン
シ
リ
ー

ズ
　
ヤ
ッ
タ
ー
マ
ン
」
の
ド

ロ
ン
ジ
ョ
役
や
「
未
来
少
年

コ
ナ
ン
」
の
コ
ナ
ン
役
、
「ア

ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
の

ペ
ー
タ
ー
役
な
ど
で
活
躍

た
。

　
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
と
一
緒

に
避
難
す
る
「
同
行
避
難
」

に
つ
い
て
、
県
は
�
市
町
村

が
避
難
所
で
の
受
け
入
れ
態

勢
を
整
備
し
て
い
る
と
明
ら

か
に
し
た
。
�
日
に
開
か
れ

た
県
議
会
土
木
環
境
委
員
会

で
、
出
井
航
自
然
保
護
課
長

が
瑞
慶
覧
長
風
氏
（
社
大
）

に
答
弁
し
た
。

　
県
自
然
保
護
課
は
、
４
月

の
津
波
警
報
発
令
な
ど
を
受

け
、
実
態
把
握
を
目
的
に
５

月
、
全
�
市
町
村
を
対
象
に

避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト
の
受
け

入
れ
可
否
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
し
た
。

　
�
日
現
在
、
�
市
町
村
か

ら
回
答
が
あ
っ
た
。
う
ち
那

覇
市
や
嘉
手
納
町
、
中
城
村

な
ど
の
計
�
市
町
村
が
、
ペ

ッ
ト
の
受
け
入
れ
可
能
な
避

難
所
が
１
カ
所
以
上
あ
る
と

し
た
。
受
け
入
れ
可
の
避
難

所
数
は
計
５
２
４
カ
所
。

　
環
境
省
は
、
東
日
本
大
震

災
を
き
っ
か
け
に
同
行
避
難

を
基
本
と
す
る
指
針
を
策

定
。
県
は
２
０
２
１
年
６
月

に
修
正
し
た
県
地
域
防
災
計

画
で
、
避
難
所
敷
地
内
で
の

ペ
ッ
ト
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
を
行
う
こ
と
と
定
め
て
い

る
。

（
小
浜
早
紀
子
）

（２２）社 会１版２０２４年（令和６年）７ 月２４日 水曜日第３種郵便物認可 【月ぎめ購読料３，０７５円（本体２，８４８円＋消費税２２７円）】


